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サマーレビュー2012 調書 

1 部局名・区

名（課名） 
危機管理監 （危機管理課） 2 優先順位 指示 1 

3 事項名 民間による津波避難施設整備に対する支援制度の構築について 

4 目的 
民間企業や団体が行う津波避難施設整備に対して助成を行なうことにより、オール

浜松体制で津波避難施設の整備を進める。 

5 現状及び課

題 

津波避難ビルを 228棟（平成 24年 4月 1日時点）で指定しているが、避難ビルの

空白部や人口密集地における避難ビルの不足がある。 

6 事業概要 

◆対象地域：第 4次地震被害想定の浸水深2m以上 

   公表まで浜松市暫定津波対策範囲（安政東海地震浸水域＋2km） 

◆対象施設：社屋等の屋上避難施設、避難路（地）、照明等の付帯施設 

◆対象者 ：津波避難施設を整備する者（企業等の法人、ビル所有者、自治会等） 
◆補助率 ：事業費×2/3（上限：タワー20,000千円、屋上施設整備10,000千円、

高台・避難路整備3,000千円） 

◆期間  ：5年間 

7 関係法令等 特になし 

8 想定される

スケジュール 

平成 24年度 9月補正に補助金 1億円を計上。 

 

9 他都市等の

参考事例 

静岡県内の導入市町 

補助対象 
津波避難タワー建設、屋上フェンス・外付け階段の整備、避

難地の整地舗装、避難経路の舗装・拡幅 など 

補助率 1/10、1/3、（収容可能人数－従業員数）/収容可能人数 

限度額 500万円、1,000万円、上限なし 

制度時期 期限を設けているものもある（袋井市：平成25年度） 

交付実績 

湖西市 1件（ 4,158千円） 

袋井市 8件（61,218千円、7,652千円/件） 

掛川市 5件（21,832千円、4,366千円/件）  
具体的内容 10 過 去 の サ

マーレビュー

等 で の 審 議

経過 

□なし(新

規提案) 

■あり 

□その他 

平成 24 年度スプリングレビュー 

支援制度の構築を早急に進める 

具体的内容 11 サマーレビ

ューで審議、

確認したい事

項 
(該当項目を□→

■) 

■事業等の 
新規提案 

□既存事業 
の見直し 

□その他 

① 対象範囲（暫定津波対策範囲 or 浸水域全域） 

② 補助率、補助金額 

具体的内容 

12 サマーレビ

ュー結果 
(実施後記載。該

当項目を□→■) 

■提案どおり進める 
□提案内容を一部見

直して進める 

□再度、調査研究等

を行い検討 

□その他 

・民間による津波避難施設整備に対する支援制度を提案 
どおりに進める。 
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